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vegeもaもiO簾　ecosystem　alOng　a　river，εしsymphytosOciolog孟cal　study　based　on　vegetatiOn

landscapes象nd　spa，tial　units　was　charried　out　i簸嶺e　Sagami　River　in　Ka捻agawa　Prefec一

もure．　VegeむatiOn　landscapes　on　floodplains　frOrn　middieも010wer　sむreams　Of　the　Sagami

River　were　dassified　intO　several　uniもs　of　cOmmunity　cOmplex　by　means　Of　the　analysis

Of　a　sy漁ecology。　Each　of　them　was　also　idenもified玉七s　ecological　characちeri＄tic　based　o貧

anaturalness　degree　of　vegetaもion　and　number　of　communiむies．　An　ecQlogical　vegetaion

area　of　urliもOf　vegetaもion　complex　was　evaluaもe（i　as　a　syno貧ym　of　phyも。もop。
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　　　　　　　　　f100dplains，　Vegetation　landscape＄．

要約：神奈那県を流れる相模川の中～下流域の河糾敷に生育する河原植生の分布を描いた現存植生図

を基図として群植物社会学的植生景観調査を行った。この結果，当該地域の植生景観は，群生態学的

植生複合単位である18の群落群に区分された。また各群落群の分布領域は，フィトト～プと同義の

生態植生域として示された。識別された群落小群の相対自然度や出現群落数に基づいて，各群落群の

生態的特性が考察された。

キーワード：河原植生，群植物社会学，植生景観生態植生域，フィトトープ
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は　じ　め　に

　本研究報告は，科学磧究費助成に基づいて平成4年から同6年までの3年間にわたって行われた一

般研究課題の「水辺環境の緑化・修復に関する植生生態工学的基礎研究」の一環として，神奈川県の

ほぼ申央を流れる相模矧における河川生態系の生態学的保全・管理に係わる群植物社会学的研究成果

をまとめたものである。

　近年日本では，従来の土木工学的工法に基づいて行われてきた河川改修だけではなく，ビオトープ

の形成など生態学的概念に基づいて多様な自然環境を修復したり再生するなどの水辺環境の生態学的

保全・管理の手法を取り入れた，近自然工法を用いた多自然三河罵づくりが計画，実施される様になっ

てきている。それゆえ，多自然三河想づくりやビオトープの形成計画の策定にあたっては，事前に各

河川固有の生態的特性を明かにする必要がある。

　本研究は，河揖敷に分布する多様な河川植生について，群植物社会学的調査により，河川植生の生

育空間を類型区分し，植生自然度や種多様性などに基づいて植生生態学的な評価を行うとともに，自

然環境と河川改修等の開発行為と自然環境が共存を可能にする多自然型河川づくりなど河川生態系の

保全・管理システムの確立を目指している。すなわち，これらの植生生態工学的破究成果は，護岸整

備そして堰堤工事など河川改修に際して，河川の多様な自然環境を保全し，かっ新たな生物の生息

空間としてのビオトープの形成を霞指した多自然型河川あるいは近自然河川づくりなど河川生態系の

保全，修復，そして新たな創造への指針となる。

、．調査対象地域の概況

　今回，群植物社会学的研究を行った相模規は，神奈川県のほぼ中央を北に位置する丹沢山地から南

の相模湾に向かって流下している。調査対象地域は相模川水系の全域ではなく，相模川水系な中では

最も多様な河川植生の分布する地域である相模瑚の中流域から下流域となる地域で，調査地の上流部

に位置する相模大橋から下流部の戸沢橋までの約4，3kmの範囲にある。実質的な植生調査は，左

右の河岸に形成された人工堤防に挟まれたいわゆる堤外地の河川敷で行っている（図1）。

　二二趨の中～下流域は上流域のダムの影響もあるが，流下する河川の水量は，四季を通じて安定し

ている。しかし梅雨期や台風襲来時には，豪雨による増水も年数回は起る。このため洪水後には河二

二の形状が一変してしまうこともまれではない。このように堤外地の河川敷きは：不安定であり，変動

的な環境を反映して河床に分布する植物群落は，一般に草本植物を申心とした植物群落が多く，春季，

夏季，秋季ごとに植生相観は多様に変化する。調査地域となった相模大橋～戸沢橋間の河川敷は，相

模川の中でも特に多様な植生が分布している。

2．群植物社会学的調査の方法

本研究は，河原植生に関する群植物社会的研究の一環として行ったもので，当該地域の現存植生図

を作成し，それを基図として総和群集調査法を用いた植生景観の分析，評価を行っている。
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1）群植物社会学の概念

　植物社会学的植生調査が，一様な植生相観と同質な立地内に生育する全ての植物種を研究対象とす

るのと同様に，群植物社会学的植生景観の調査では，ある一様な生育環境を持った地域（同質の潜在

自然植生域）に分布する全ての植物群落が研究対象とされる。この群植物社会学の調査では，基本的

には総和群集調査法が用いられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑1，総和群集と植生：景観の群落複合単位体系の比較

（T｛ixeR，1973，1978ab；G6hu，

1974）。総和群集調査により収集さ

れた群落複合に関する資料は，種組

成表と同様の一連の表操作を行い，

等質な立地環境を持ったいわゆる潜

在虜然植生域（丁甑en，！956）ごと

にその群落組成を示した総和群集組

成表が作成される。この総和群集組

成表において識別群落により特徴づ

けられる総和群集を基本単位とする

各種群落複合単位（総：和群団，総和

オーダー，総和クラスなど）が抽出

される（表1）。

総和群集の単位　　　　　　植生景観の単位

群植物社会学 欝｝ニコ植生醐

腰a群団　　　　　　植生興亜域

腰a群集　　　　　　群　落　団

腰a亜群集　　　　　　群落亜団

群生態学

2）植生景観調査の方法

　総和群集調査は，総和群集を基本単位とする群落複合単位の階級的システムを用いて，異なる地域

間において植生景観を形成している同質の潜在窟然植生域に分布する群落複合単位の生態的同位関係

を分析，評価する。これに対し，植生景観調査は，植生景観を構成している空間的植生複合単位シス

テムを用いて，ある地域における植生景観の生態的特性の分析，評価する。後者の植生景観調査は，

特に既存の現存植生図を用いた潜在自然植生域の判定などに用いられている（大野・宮脇，1986；大

野，！99Q；Ohno，！991，1995；宮脇1也1993）。一般的に小縮尺の地形図では植生景観の分析，評価に

際しては，群植物社会学の階級システムの基本単位である群落団を用いるのに対し，大縮尺の地形図

では群生態学の階級システムの基本単位である群落群が用いられる（表1）。

（1）基本立地単位の区分

　今回相模絹で実施された群植物社会学的植生景観調査では，当該地域における大縮尺の地形図に描

かれた現存植生図に基づいて調査対象区の基本立地単位の区分を行った。すなわち，堤外地の河川敷

の基本地形のうち，河道に形成された洲を，島山に離れた中洲と，一部が河岸と繋がっている寄洲に

分けた。この他，河川沿いの河岸段丘面は高水敷として区分された。さらに各地形単位の内部におい

て，既存の現存植生図から読み取れる水辺，低位面，微高地など同質の立地空間に分布し，かっ一定
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の植生複合を形成し，一様な植生景観を示している区域が細分された。すなわち河川敷にモザイク状

に生育する各種植物群落の集合は，植生景観的に一定の分布パターンと領：域的な広がりを持った最小

の立地空間である潜在自然植生域（丁甑en，1956）として区分された。これら識別された潜在自然植

生域ごとに総和群集調査を行った。

②　植生景観調査と群落複合単位の識別

　総：和群集調査では，区分された各地形単位ごとに，潜在自然植生域に分布する全ての植物群落の被

度（T倣en，1973；表2）が測定され，それらの資料は総和群集組成表にまとめられた。次に，作成

された総和群集組成表に基づいて，識別群落により特徴づけられる仮の群落複合単位が抽出される。

さらに各地形ごとに作成された総和群集組成表は，一つの複合群落総合常在度表にまとめられる。各

総和群集組成表により抽趨された仮の群落複合単位を総合常在度表の中で比較し，もう一度識別群落

による群落複合単位の区分を行い，最終的に調査地域の河川敷に分布する群落複合単位が決定される。

識別された各群落複合単位については，それぞれの群落組成，植生自然度，構成群落数分布，生育立

地，面積などの資料にもとづいて生態的な評価を行う。

　景観の生物地理的最小単位である動植物の生息空間をビオトープ（Biotop）と言うが，そのサブシ

ステムであり，かっ植生景観の最小単位として植物共同体の生育空間を示したのがフィトトープ

（Phytotop）である（横山，1995）。本研究では，上記の生態的特性に基づいて評価，識別された群

落複合単位の分布する領域をフィトトープと同義の「生態植生域」とみなし，これら生態植生域の分

布図が作成された。

（3）群落：複合単位の評価

　群落複合組成表に基づいて抽出される群落複合単位のうち群生態学の最小単位である群落小群は，

同じ地形単位内に分布し，かっ同質の潜在自然植生域に生育する群落単位をまとめたものである。群

　　蓑2．総和群集調査における群落の三度（総合優占度）とその評価基準（丁甑e葺，1973）

被度 評　　　　　　価　　　　　　基　　　　　　準

5 その群落が調査面積の75％以上を被覆する。ほぼ全域に分布。

娃 その群落が調査面積の75～50％を被覆する。大面積に分布。

3 その群落が調査面積の25～50％を被覆する。中面積で広範に分布。

2 その群落が調査面積の5～25％を被覆する。帯状あるいは小面積に分布。

1 その群落が調査面積の5％以下で被覆し，線状，点状，小群状に小面積に分布。

十 その群落が被覆する面積は小さく，点状にわずかに分布する。

r 極めてまれに最小被度で出現する群落。
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落小群は，各種の識別群落により特徴づけられる群落群にまとめられる（表1）。それぞれに固有の

生態的特性を持つ群落群は，一定の領域に分布している。すなわち各群落群の分布する領域が特定さ

れる。この各群落群の分布域は植生景観の空間的基本単位である生態植生域に対応する。

　各群落群の生態的特姓の評価項目の一つである植生自然学については，群落半群のレベルで計測さ

れた積算自然度に基づいて算出された相対自然度により評価を行っている。積算自然度は，各調査区

に出現する各群落単位の植被率（表2参照）を，5＝ユ0，虞篇7，3濡4，2漏2，1漏0．5，

＋／r漏0の数値（Bra見n－B1頒quet（1964）の総合優占度の中央値（％）を0～10の値に換算し

　　　　　　　蓑3．穣模川中～下流域（相模大橋～戸沢橋）における植生自然度一覧表

植生

熨R度
概　　　　要 群　　集　　　・　　群　　落

10

自然草原（河揖敷草地，

叶?草漂，湿地草原，冠

?草原，水生植物群落）

オギ群集，サンカクイーコガマ群集，ウキヤガラ

[マコモ群集，サンカクイ群落，ヨシ群落，ッルヨ

V群集，二二クサキビーヤナ二二デ群集，カズノコ

Oサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集，セリークサ

?シ群集，タコノアシ群落，マルバヤハズソウーカ

純宴mギク群集，カワラヨモギーカワラサイコ群集，

Rカナダモ群落，エビモ群落

9

自然高木林（極相林また

ｻれに近い多層の群落構

｢を示す天然林）

ムクノキ一構ノキ群集

8

単層構造の自然高～低木

ﾑ，または二次林（半窪

R林を含む）

タチヤナギ群集

7
二次林（薪炭林，雑木林

ﾈど）

6
造林地，先駆性低木二次

ﾑ，竹林

クロマツ植林，モウソウチク群落，マダケ群落，メ

_ケ群落

5

二次草原（群落高の高い

酔ｴ），伐採跡地植生，

痺zーマント群落

セイタカアワダチソウ群落，オオブタクサ群落，シ

iダレスズメガや群落，イタドリ群落，メリケンガ

сcリ群落，クコーノイバラ群落，チガヤ群落，

4
路傍・路上雑草群落，人

H草地

オヒシバーアキメヒシバ群集，カゼクサーオオバコ

Q集，シバ群落

3
常緑果樹園，茶畑雑草群

氏C緑化植栽地（並木）

ヒマラヤスギ並木，ニセアカシア並木，ソメイヨシ

m並木

2
農耕地（畑地，水田）雑

酔Q落

カラスビシャクーニシキソウ群集

1 住宅地，道路，造成地

本凡例は，植生自然度区分は環境庁（1976）に拠るが，群集・群落の内容は地域の実情に合わせ

て多少変更している。
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たもの）に置き換え，この数値と調査地域に分布する各群落単位の植生自然度に応じて，それどれの

自然度を積算した値を総和したものである。また相対自然度は各調査区で計測された積算自然度を0

～10の値に換算して評価したものである。当該地域に分布する各植生単位の植生自然度一覧表（表

3；環境庁，1976）に基づいて算出された平均相対葭然度に基づいて各群落群の生態的評価を行って

いる。

3．河原植生の群植物社会学的稗官，評麺

　相模川中～下流域の河川敷に分布する河原植生に関する群植物社会学に基づく植生景観調査は，従

来の植物社会学的植生調査の結果識別された自然植生単位の8っの凡例と代償植生単位である12っ

の凡例，そしてその他の4っの凡例を加えた24凡例で描かれた現存植生図を基図に用いて実施され

た（図2）。

1）基本地形単位及び潜在自然植生域の区分

　総和群集調査に先立ち，地形的に河川敷内を3っの地域に区分された。すなわち，人工堤防尻に接

し，堆積土砂の厚く堆積した比高1～5mの高水敷高水敷に接して砂礫が堆積した比高1～3mの

寄洲，そして河道申に島状に孤立した状態の中洲の3地形単位が類型区分された。次に識別された3

っの地形単位ごとに既存の現存植生図に基づいて，地形および植生分布的なまとまりもった地域ある

いは植生景観的に一様な相観を示す地域などのいわゆる潜在自然植生域が区分された。すなわち中洲

では17箇所の潜在自然植生域が，寄洲では23箇所の潜在自然植生域が，そして高水敷では31箇

所の潜在自然植生域が識別された（図3）。

2）群落：複合単位（群落小群，群落群）の識別

　識別された各潜在自然植生域において総和群集調査を行い，3っの地形単位ごとに総和群集組成表

が作成された。各総和群集組成表において同じ群落組成示す潜在自然植生域は一つの群落複合単位

（群落小群）にまとめられた。この結果，中洲では10の群落小群に，寄洲では7の群落小群に，そ

して高水敷では11の群落小群にまとめられた（表4）。これらの28の群落小簾の分布が図示され

た（図4）。各地形単位ごとに識別された群落小群は，さらに一つの群落複合常在度表にまとめられ，

同様な表操作を行い，最終的に15の識別群落により類型区分される群落複合単位（仮の群落群）が

抽出された。この結果，中洲では自然量地を除く4の群落群が，寄洲では10の群落群が，そして高

水敷では12の群落群が識別された。中洲，寄洲そして高水敷にみられる26の群落群のうち，同じ

識別群落により特徴付けられる群落群を一つにまとめると，本調査区域において最終的に18の群落

群が類型・区分された（表4）。

3）群落群の生態学的評億

識別された18の群落群について，群落組成，相対自然度， 出現群落数に基づいて生態学的評価を
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群落群；

地形区分：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表4．相模川河川敷の群落複合常在度表

鰻野物嬬薇蕪鞭輩萱勢藩籍籔三諦1劣室町拳鱗蒙暴繕霧髪溶溶翼嘉
落群．エ3：カワジシャーマルバヤハズソウ群落群支4：オヒシバーイタドリ群落群．15：サンカクイータチヤナギ群落群．16：ガマータチヤナギ群落群17：
オギーエノキ群落群．18：ノイバラーエノキ群落群．
N；中洲．　Y：寄洲．　Kl：高水敷

群落群：
地形区分：
群落小犬；
通し番号：
区数：

面積（103魚2）：
稲対臼二度（平均値）：
出現群落数：

0 1 2 3　垂 5 6 7　891011121314156718NKNKKKNNNNYYYNNNNYYYKKKKKKYYYKYKYYKYKYYKYKKKK
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器

1
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図2，相模川河絹敷（相模大橋～戸沢橋闇）の現存植生図
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行い，各群落群の生態的特性を明かにするとともに相模川の河川敷に分布する18の群落群の生態植

生域（Phytotop）が図示された（図5）。今回の調査で明らかにされた群落群と生態植生域は以下の

遍りである。

A．八洲を特徴づける群落群

　申子では，区分番号0の自然裸地の他，カズノコグサーカワジシャ群集とミゾソバ群集から成る識

別群落，タチヤナギ群集サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識別群落，オギ群集，オ

オブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落そしてシナダ

レスズメガや群落とマルバヤハズソウーカワラノギク群集から成る識別群落により特徴づけられる区

分番号1～4の群落群とそれぞれの分布域となる生態植生域（PhytoむOp）が確認された（表4）。こ

のうち，区分番号1のミゾソバ～カワジシャ群落群は高水敷に，区分番号2のミゾソバータチヤナギ

群落群は寄洲でも分布が確認された（表4）。

（1）躍然裸地（表4：区分番号0）

　中洲の植生景観において，河綴による物理的，化学的作用により全く植生の分布しない地域が自然

画地である。自然測地については，植生自然度等の評価は行われなかった。

②　ミゾソバーカワジシャ群落群（表4：区分番号1）

　ミゾソバーカワジシャ群落群は，河辺冠水草本植物群落のカズノコグサーカワジシャ群集とミゾソ

バ群集から成る識別群落により特徴づけられる群落群である。中洲では小面積ながら本流沿いの岸辺

に帯状に発達するが，高水敷では，流れの緩やかな入江（ワンド）の岸辺に発達している。中洲では

自然母地の占める割合が広く，このためミゾソバーカワジシャ群落群の平均相対自然度は1と低い値

を示している。一方，高水敷では，ミゾソバーカワジシャ群落群の占める割合が高く，その平均相対

自然度は5～7と比較的高い値を示している。ミゾソバーカワジシャ群落群の出現群落数は，中洲で

は2，高水敷では1～4の範囲にある。

　ミゾソバーカワジシャ群落群の分布する生態植生域における申洲と高水敷の椙対隅麹町の差は，中

洲の生育環境が，洪水時の物理的破壊の程度が大きな不安定な立地であるのに対し，高水敷の入江の

立地は，比較的安定していることによる。

（3）ミゾソバータチヤナギ群落群（表4：区分番号2）

　ミゾソバ一難チヤナギ群落群は，河辺冠水草本植物群落のカズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソ

バ群集から成る識別群落，ツルヨシ群集，低層湿原のサンカクイーコガマ群集，ヤナギ低木林のタチ

ャナギ群集から成る識別群落により特徴づけられる群落群である。小面積ながら中洲および寄洲に分

布する。ミゾソバータチヤナギ群落群の平均相対自然度は，中洲で1～10，寄洲で2～7と共に広

範囲の値を示している。ミゾソバータチヤナギ群落群の出現群落数は，中洲で2～5，寄洲で3となつ
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ている。

　ミゾソバータチヤナギ群落群の分布する生態植生域は，ミゾソバーカワジシャ群落群の生態植生域

よりは，平均流水面より比高が高い低水敷にみられる。平均相対自然度の高低の差が大きいのは，流

水による物理的破壊の程度の差によるものと考えられる。

（4＞オギーオオブタクサ群落群（表4：区分番号3）

　オギーオオブタクサ群落群は，高慮の河原植生であるオギ群集やその代償植生である義心ブタクサ

群落セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落（中洲では分布が確認されていない）から成

る識別群落により特徴付けられる群落群で，比較的面積の大きな中洲の砂礫の堆積した自然堤防上あ

るいは微高地などに分布している。云云ーオオブタクサ群落群の平均相対自然度は3で，出現群落数

は1～4を示している。

　オギー茸オブタクサ群落群の分布する生態植生域は，中洲の氾濫原に位置していることから，河川

による物理的破壊を受けやすく，自然癖地の占める割合が多くなっている。このことが本生態植生域

の相対自然度および出現群落数の低下を招いていると考えられる。

㈲　シナダレスズメガヤーオオブタクサ群落群（表4：区分番号4）

　シナダレスズメガヤ～オオブタクサ群落群は，前述の識別群落であるオギ群集，オオブタクサ群落，

セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落に加えて，氾濫原植生のシナダレ

スズメガや群落，マルバヤハズソウーカワラノギク群集から成る識別群落により特徴づけられる群落

群で，本調査地域の下流部に形成された最も大きな中洲にのみ分布している。シナダレスズメガヤー

オオブタクサ群落群の平均相対自然度は護～5で，出現群落数は2～3を示している。

　シナダレスズメガや一画オブタクサ群落群の分布する生態植生域は，前述の愛ギーオオブタクサ群

落群の生態植生域に比較して，土壌は礫を多く含む比較的乾性な立地となっている。

8。寄淵を特徴づける群落群

　寄洲では，カズノコグサ一木ワジシャ群集とミゾソバ群集から成る識別群落タチヤナギ群集，サ

ンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識別群落，オギ群集，オオブタクサ群落，セイタカア

ワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落，シナダレスズメガや群落とマルバヤハズソ

ウーカラノギク群集から成る識別群落，そしてメリケンガヤツリ群落とコカナダモ群落から成る識別

群落により特徴づけられる区分番号2および5～13の群落群とそれぞれの分布域である生態植生域

（PhytotOp）が確認された（表の。このうち，寄洲にのみ分布する群落群は区分番号8のメリケン

ガヤツリー溢出群落群，12の疑点ブタクサ一望チヤナギ群落群，そして13のカワジシャーマルバ

ヤハズソウ群落群で，他の区分番号2のミゾソバータチヤナギ群落群は中洲に，そして区分番号5の

オギータチヤナギ群落群，6のミゾソバーガマ群落：群，7のミゾソバ一六オブタクサ群落：群，9のミ

ゾソバーメリケンガヤツリ群落群，10のセイタカアワダチソウータチヤナギ群落群，そして区分番
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号11のカワジシャータチャナギ群落群は高水敷にも同様に分布している（表4）。

（6）三七ータチヤナギ群落群（表4：区分番号5）

　オギータチヤナギ群落群は，タチヤナギ群集，サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識

別群落とオギ群集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識

別群落により特言づけられる群落群で，調査地域の下流部の寄洲および高水敷に最も広い範囲に分布

している。二二ータチヤナギ群落群の平均相女指然度は，寄洲で4～6，高水敷で2～10と幅広い

値を示している。出現群落数は，寄洲で2～6，高水敷で5～8であった。

　オギータチヤナギ群落群の分布する生態植生域は，砂壌土が厚く堆積した比高の高い寄洲および高

水敷に分布する植生唐然度の高い識別群落により特徴づけられているが，多少人為的干渉のみられる

所では，相対的に自然度は低くなっている。

（7）ミゾソバーガマ群落群（表4：区分番号6）

　ミゾソバ～ガマ群落群は，カズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集から成る識別群落，タチ

ヤナギ群集，サンカクイーコガマ群集，ッルヨシ群集から成る識別群落，そしてオギ群集，三二ブタ

クサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落により特徴付けられる

群落群で，厚木市側の河川敷となる寄洲および高水敷に前述のオギータチヤナギ群落群に次いで比較

的広い面積を占めている。ミゾソノ餌ガマ群落群の平均相対自然度は，寄洲で6～7，高水敷で7と

比較的高い値を示している。また出現群落数は，寄洲で5～7，高水敷で9といずれも比較的多い。

　ミゾソバーガマ群落群の分布する生態植生：域は地形的に起伏に富み，池沼や旧河道の小流，自然堤

防などが混在している。このことが本生態植生域における，群落多様性を高めている要因と考えられ

る。

（8）ミゾソバーオオブタクサ群落群（表4：区分番号7）

　ミゾソバー二二ブタクサ群落群は，カズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集から成る識別群

落とオギ群集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群

落により特徴付けられる群落群で，左右両岸の寄洲および高水敷に小面積で分布している。ミゾソノ日

記オブタクサ群落群の平均相対自然度は，寄洲，高水敷とも7の値を示した。出現群落数は，寄洲で

3と少なかったが，高水敷では7と比較的多い。

　ミゾソバーオオブタクサ群落群の分布する生態植生域は，地表面が比較的平坦で比高の高い寄洲お

よび高水敷に対応している。

（9＞メリケンガヤツリーオギ群落群（表4：区分番号8）

　メリケンガヤツリーオギ群落群は，オギ群集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落：，ク

コーノイバラ群落から成る識別群落とメリケンガヤツリ群落，コカナダモ群落から成る識別群落によ
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り特徴付けられる群落群で，海老名市側の寄洲に形成された微高地に小面積で分布している。メリケ

ンガヤツリーオギ群落群の平均相対自然度は6で，出現群落数は4であった。

　メリケンガヤッリー）言ギ群落群の分布する生態植生域は，入江（ワンド）に接した寄洲であるが，

人為的影響を強く受けており，平均相文寸自然度および出現群落数とも低い値を示している。

㈹　ミゾソバーメリケンガヤッリ群落群（表4：区分番号9）

　ミゾソバーメリケンガヤッリ群落群は，カズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集から成る識

別群落，タチヤナギ群集サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識別群落，オギ群集，オ

オブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落，そしてメリケ

ンガヤッリ群落，コカナダモ群落から成る識別群落により特徴付けられる群落群で，寄洲および高水

敷の両立地に分布している。寄洲では流水縁に，また高水敷との間に形成された低湿地や旧河道沿い

に分布している。ちなみに神二三県の貴重植物に指定されているタコノアシ群落は，本群落群に最も

よく結びついている。ミゾソバーメリケンガヤッリ群落群の平均相対自然度は，寄洲では5，高水敷

で8の値を示した。また出現群落数は，寄洲，高水敷とも5であった。

　ミゾソバーメリケンガヤッリ群落群の分布する生態植生域は，地形的には多様であるが，人為的干

渉の度合いも強く，概して相対露然度，出現群落数とも申程度の値を示している。

⑳　セイタカアワダチソウータチヤナギ群落群（表4：区分番号！0）

　セイタカアワダチソウータチヤナギ群落群は，カズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集から

成る識別群落，タチヤナギ群集，サンカクイーコガマ群集，ッルヨシ群集から成る識別群落，オギ群

集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落，シナダ

レスズメガや群落，マルバヤハズソウーカワラノギク群集から成る識別群落，そしてメリケンガヤツ

リ群落，コカナダモ群落から成る識別群落により特徴付けられる群落群で，海老名市側の寄洲および

高水敷の中では最も広い面積を占めている。セイタカアワダチソウータチヤナギ群落群の平均相対自

然度は，寄洲で7，高水敷で4の値を示した。また出現群落数は，寄洲で12と本調査地域の中では

最：も多く，高水敷でも10と多い。

　セイタカアワダチソウータチヤナギ群落群の分布する生態植生域は，地形的には，比較的平坦な立

地で，寄洲では礫原と砂土の堆積した立地がモザイク状に分布している。また高水敷では礫を多く含

んだ砂壌土が堆積している。出現群落数が最も多い割りには，相対自然度がそれほど高くないのは，

本生態植生域においても，自動車などの侵入など人為的破壊の度合いが強いためと考えられる。ちな

みにこの生態植生域に分布するマルバヤハズソウーカワラノギク群集の発達する礫漂は，貴重な鳥類

であるコアジサシの主要な営巣地であることから，セイタカアワダチソウータチヤナギ群落群の分布

する生態植生域は相模川の河川敷における重要なビオトープとみなすことができる。

働　カワジシャータチヤナギ群落群（表41区分番号H）
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　カワ■ジシャータチヤナギ群落群は，カズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集から成る識別群

落，タチヤナギ群集サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識別群落，オギ群集オオブ

タクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落，そしてシナダレス

ズメガや群落，マルバヤハズソゥーカワラノギク群集から成る識別群落により特徴付けられる群落群

で，厚木市側の寄洲に小面積ながら比較的まとまって分布している。カワジシャータチヤナギ群落群

の平均相対自然度は4で，出現群落数は8の値を示した。

　カワジシャータチヤナギ群落群の分布する生態植生域は，面積の割りには，出現群落数が多いが，

相対自然度は比較的低い。本生態植生域の大部分を占めているのが，オオブタクサ群落，セイタカア

ワダチソウ群落，クコーノイバラ群落などの二次草原であることに因るものと思われる。

（13＞オオブタクサ一議チヤナギ群落群（表4：区分番号12）

　オオブタクサータチヤナギ群落群は，タチヤナギ群集，サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集か

ら成る識別群落，オギ群集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落か

ら成る識別群落そしてシナダレスズメガや群落，マルバヤハズソウーカワラノギク群集から成る識

別群落により特徴付けられる群落群で，厚木市側および海老名市側の寄洲と高水敷が隣接した地域に

みられ，比較的まとまった面積で分布している。オオブタクサ一蹴チヤナギ群落群の平均相対自然度

は，寄洲で4，高水敷で6であった。また出現群落数は寄洲で8，高水敷では7と比較的多い値を示

した。

　オオブタクサ一挙チヤナギ群落群の分布する生態植生域は，上述のミゾソバーメリケンガヤッリ群

落群の分布する生態植生域とほぼ同様に多様であるが，地形的に幾分吟歩の占める割合が多くなって

いる。

（1の　カワジシャーマルバヤハズソウ群落群（表4：区分番号！3）

　カワジシャーマルバヤハズソウ群落群は，カズノコグサーカワジシャ群集，ミゾソバ群集から成る

識別群落とシナダレスズメガや群落，マルバヤハズソウ一心ワラノギク群集から成る識別群落により

特徴付けられる群落群で，海老名市側の寄洲にのみ分布している。カワジシャーマルバヤハズソウ群

落群の平均相対自然度は3，出現群落数は3であった。　カワジシャーマルバヤハズソウ群落群の分

布する生態植生域は前述のセイタカアワダチソウータチヤナギ群落群の分布する生態植生域と同様に，

地形的には，礫率で占められた氾濫原にある。本生態植生域も相模川の河川敷の中ではコァジサシの

主要な営巣地となっている。本生態植生：域は，自然裸地を多く含むため相対霞然度は低いが，重要な

ビオトープを形成している。

C．高水敷を特徴づける群落群

　高水敷では，カズノコグサーカワジシャ群集とミゾソバ群集から成る識別群落タチヤナギ群集，

サンカクイーコガマ群集ツルヨシ群集から成る識別群落，オギ群集，爵肯ブタクサ群落，セイタカ
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アワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群落，シナダレスズメガや群落とマルバヤハズ

ソウ一蓋ラノギク群集から成る識別群落メリケンガヤッリ群落とコカナダモ群落から成る識別群落，

そしてムクノキーエノキ群集とメダケ群落から成る識別群落により特徴づけられる，区分番号ユ，5

～7，9～10，12，14～18の群落群が区分された（表4）。高水敷にのみ分布する区分番号

14～18の各群落群の生態的特性は以下の通りである。

㈱　オヒシバーイタドリ群落群（表4：区分番号14）

‘オヒシバーイタドリ群落群は，特別の識別群落を持たない群落群で，その他の群落とされた路上雑

草群落のオヒシバーアキメヒシバ群集，二次草原のイタドリ群落，そしてクロマツ植林などの代償植

生が見られる程度で，グラウンドや道路施設の造成など人工裸地が大部分を占ある高水敷などでに見

られる群落群である。オヒシバーイタドリ群落群の平均相対自然度は1と低い。

　オヒシバーイタドリ群落群の分布する生態植生域では河川敷本来の生物多様性が失われており，こ

れは従来の河相改修で行われた土木工学的造成工法の実態を示すものである。多自然薬量づくりに際

しては，自然度の高い環境質と生物多様性を持った河川敷きの保全が必要である。

㈹　サンカクイータチヤナギ群落群（表4：区分番号15）

　サンカクイータチヤナギ群落群は，タチヤナギ群集サンカクイーコガマ群集，ッルヨシ群集から

成る識別群落により特微付けられる群落群で，海老名市側の高水敷の中に多くの池沼や旧河道などの

開放水域を含んだ低湿地に分布している。貴重植物のタコノアシ群落の一部は，このサンカクイータ

チヤナギ群落群の生育立地に隣接した開放的な立地に生育している。サンカクイータチヤナギ群落群

の平均相対自然度は6で，出現群落数は2であった。

　サンカクイータチヤナギ群落群の分布する生態植生域は，前述のミゾソバーメリケンガヤツリ群落

群の分布する生態植生域に類似するが，人為的破壊などにより自然度の高いタチヤナギ群集やサンカ

クイーコガマ群集の占める割合は少なくなっている。

⑰　ガマ一曹チヤナギ群落群（表4：区分番号16）

　ガマータチヤナギ群落群は，タチヤナギ群集，サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識

別群落，オギ群集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識

別群落，シナダレスズメガや群落，マルバヤハズソウーカワラノギク群集から成る識別群落，そして

メリケンガヤツリ群落，コカナダモ群落から成る識別群落により特徴付けられる群落群で，海老名市

側の堤防尻に接した池沼などが多くみられる高水敷などに分布している。ガマータチヤナギ群落群の

平均相対自然度は4で比較的低い値を示したが，出現群落数は9と多い。

　ガマ一返チヤナギ群落群の分布する生態植生域は，地形的および生物的には多様性に富んでいるが，

自動車等による人為的破壊の影響も大きく，自然度の高い群落の東急率は低く成っている。
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㈱　愈愈ーエノキ群落群（表4：区分番号！7）

　オギーエノキ群落群は，タチャナギ群集，サンカクイーコガマ群集，ツルヨシ群集から成る識別群

落，オギ群集，オオブタクサ群落セイタカアワダチソウ群落，クコーノイバラ群落から成る識別群

落，シナダレスズメガや群落，マルバヤハズソウーカワラノギク群集から成る識別群落，そしてムク

ノキーエノキ群集，メダケ群落から成る識別群落により特徴付けられる群落群で，海老名市側の堤防

尻に接した比高の高い高水敷などに比較的広い面積で分布している。オギーエノキ群落群の平均相対

了然度は6，出現群落数は10であった。

　オギーエノキ群落群の分布する生態植生域は，全般的に砂壌土の厚く堆積した平坦な地形を示して

いるが，小面積ながら，池沼などの低湿地を含んでいる。

（19　ノイバラーエノキ群落群（表4：区分番号18）

　ノイバラ一瓢ノキ群落群は，オギ群集，オオブタクサ群落，セイタカアワダチソウ群落，クコーノ

イバラ群落から成る識別群落とムクノキーエノキ群集，メダケ群落から成る識別群落により特徴付け

られる群落群で，海老名市側の高水敷内に形成された造成地のある堤防尻に比較的広い面積で分布し

ている。ノイバラーエノキ群落群の平均相対自然度は8と比較的高く，出現群落数も7と多い。

　ノイバラーエノキ群落群の分布する生態植生域は，河畔林のムクノキーエノキ群集の林分を含むな

ど河川敷における植生遷移の進んだ状態が認められた。近年相模川では，上流部に建設されたダムな

どの影響により，河揖の氾濫による河川敷の改変の起こる頻度は少なく成ってきている。こうした河

川敷の安定化，地下水位の低下が進むと，オギ群集からムクノキーエノキ群集への植生遷移が進行し

ていく立地が増加すると予想される。

廃．群落群の生態的特性とその保全

　相模川中～下流域の河川敷における植生景観の分析，評価の結果，前項で明らかな様に18の群落

群が識別された。これらの群落群を形成している群落小壁のうち，自然度が高く，かっ多様な河川環

境を指標していると考えられる相文相酸度が8以上，出現群落数が8以上の潜在自然植生域をもつ群

落小群および群落群の生態的特性について考察された。またそれらの分布する潜在自然植生域が図示

された（図6，7）。

1）相対自然度による評価

　総和群集調査により抽出された各潜在自然植生域の積算自然度に基づいて，1から10のランクに

より各群落小繋の相対竜馬度が評価されている。このうち，相対自然度8以上の値を示す群落小滴を，

本調査地域においては自然度が高い植生で構成された植生景観域として評価した。すなわち，ミゾソ

バータチヤナギ群落群のうち中洲の群落小群を形成している図4に示されたN9（図3に示された潜

在自然植生域のN21により特微づけられる）とN10（潜在自然植生域のN22と23により特徴

づけられる）は，それぞれ相対自然度10と9を示している。オギータチヤナギ群落群のうち高水敷
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の群落小戸を形成している図4のK5（潜在自然植生域のK71と72により特徴づけられる）とK

7（潜在自然植生域のK31により特徴づけられる）は，それぞれ相対自然度8と10を示した。こ

の他，椙対自進度が8の値を示す群落群として，セイタカアワダチソウータチヤナギ群落群（群落小

集はK10，潜在自然植生域はK141）とノイバラ～エノキ群落群（群落小群はK8，潜在自然植

生域はK133）があげられる（表4および図6参照）。

2）出現群落数による評価

．一ﾊ的に，生物多様性は，そこに生息する生物の種類数に比例するものとして評価されている。群

落複合単位の多様性は，それを構成する植物群落数に対応すると考えられる。しかし，人為的撹乱が

中程度であったり，潜在自然植生域がモザイク状に分布している所では自然度は低いが，出現群落数

は多くなる傾向がある。それゆえ自然度が高く，かっ出現群落数が多い潜在自然植生域を示す群落小

群および群落群を保全すべきものとして評偉した。本調査地区では出現群落数を8～9，10～11，

そして12の3っのランクにより評価を行っている（表4および図7参照）。

　本調査地区において出現群落数8～9を示す群落小群として，オギータチヤナギ群落群の一部を形

成している図4のK5（図3の潜在自然植生域のK51，52，82，91，92により特徴づけら

れている），K7（潜在自然植生域のK31より特徴づけられている），ミゾソバーガマ群落群の一部

を形成しているK9（潜在自然植生域のKl　75により特徴づけられている），この他，オオブタクサー

タチヤナギ群落群（潜在自然植生域のY71，群落車群のY5により特徴づけられている），カワジ

シャーマルバヤハズソウ群落群（潜在自然植生域のY43，44，45および群落小群はY　6），そ

してガマータチヤナギ群落群（潜在自然植生域はK：132，群落小群はK10）などがあげられる。

　出現群落数10を示す群落群として，カワジシャ一葦チヤナギ群落群（潜在自然植生域はK131，

群落小群はK11）とオギ一躍ノキ群落群（潜在自然植生：域はK81，151，152，群落小童は

K8）などがあげられる。ところで本調査区域内で最も出現群落数の多いのが12の値を示すカワジ

シャータチヤナギ群落群（潜在自然植生域はY61と62，このうちY61は面積297㎡と本地域

で最も広い。群落小群はY7）であった。

3）河川敷の植生景観の保全

　群植物社会学に基づく河川敷植生の生態学的な分析および評価の結果，本調査地：域において相対自

然度および出現群落数とも高い値を示しているのがオギータチヤナギ群落群の一部を形成している群

落小群のK7とカワジシャータチヤナギ群落群を形成している群落小群のY7であることが明らかに

された（表4）。これらの群落群および群落小群は，いずれも相摸川中～下流域の河川敷の植生景観

を特徴づけている自然度が高く，群落多様性に富んだ貴重な植生複合の生育する生態植生域（フィト

トープ）とみなすことができる。また河川敷の植生景観を特徴づけているこれらの生態植生域は，植

物群落ばかりでなく貴重な植物種や動物種の生息空間（ビオトープ）としても重要な生態学的役割を

果たしていることから，自然植生だけの保全に留まらず，生物共同体と環境のシステムである河川生
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態系（エコトープ）全体として保護，保全していく必要がある。

お　わ　り　に

　本研究は，平成4～6年度の科学研究助成による「水辺環境の緑化・修復に関する植生生態工学的

基礎研究」の一環として相模損の中～下流域で実施された，群植物社会学に基づく植生景観調査をま

とあたものである。今回の調査の結果，植生景観を構成する群生態学的群落複合単位である群落群と

その分布領域である生態植生域により，相模絹申～下流域における河川敷の植生景観が評価，区分さ

れた。

　相模廻の河川敷における群落群および生態植生域の識別は，そこに共生する動物との生態的関係を

含めることによって，各種ビオトープ（BiotOp）の実体とその分布域を把握を可能にする。すなわ

ち河川改修や開発に際して，直接的な影響を受ける生物の生存環境，とくにレッドデータブックなど

に記載された危急種や稀少種など貴重な生物の生息するビオトープを特定し，開発計画地内外に存在

する影響を直接受けないビオトープに移植，植栽するなどしてこれらを保全し，相対的に環境への影

響を低減させる環境保全，管理の生態学的処置（ミティゲーションなど）を可能にする。またビオトー

プ相互聞の生物の移動を可能にするためのビ云ト～プのネットワークを形成することによって，河川

生態系の生物多様性の保全ができる。このように群植物社会学に基づいた植生景観の研究成果は，多

自然型河川の形成や環境区の設定など，多様な河揖生態系の保全，管理計画策定のための重要な基礎

資料となる。
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